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重
伝
建
に
選
定
さ
れ
三
十
六
年
が
経
ち
、
こ

れ
ま
で
修
理
修
景
が
行
わ
れ
江
戸
の
宿
場
町
を

肌
で
感
じ
る
町
並
み
と
な
り
ま
し
た
。
江
戸
時

代
の
形
式
を
と
ど
め
た
家
で
、
現
代
の
生
活
が

営
ま
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ゆ
っ
く
り
町
を
歩

い
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

�【
鎮
神
社
】

　

元
和
四
年
、
奈
良
井
宿
に
疫
病
が
流
行
り
、

こ
れ
を
鎮
め
る
た
め
に
下
総
国
香
取
神
宮
か
ら

経
津
主
神
を
招
き
祭
祀
を
始
め
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

�【
杉
並
木
と
二
百
地
蔵
】

　

塩
尻
方
面
よ
り
の
旧
中
山
道
で
は
、
杉
並
木

が
旧
街
道
の
面
影
を
良
く
伝
え
て
お
り
、
胸
高

直
径
五
〇
㌢
㍍
以
上
の
杉
、
一
七
本
を
数
え
ま

す
。

　

ま
た
、
明
治
初
期
の
国
道
開
削
・
鉄
道
敷
設

の
折
に
奈
良
井
宿
周
辺
か
ら
集
め
ら
れ
た
千
手

観
音
・
如
意
輪
観
音
な
ど
の
観
音
像
が
あ
り
ま

す
。

◆
木
曽
平
沢
（
漆
工
町
）

　

木
曽
平
沢
は
、
慶
長
三
年
に
奈
良
井
川
の
左

岸
に
あ
っ
た
道
が
右
岸
に
付
け
替
え
ら
れ
た
こ

と
を
契
機
に
周
辺
か
ら
移
転
し
集
落
が
形
成
さ

れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
て
い
ま
す
。
こ
の
道
は

中
山
道
の
一
部
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

近
世
に
は
、
奈
良
井
宿
の
在
郷
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
、
檜
物
細
工
、
漆
器
の
生
産
で
生
計

を
立
て
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
近
世
状
況
か
ら
木
曽
漆
器
が
大

き
く
発
展
し
た
の
は
、
明
治
初
期
に
地
区
内
で

「
錆
土
」
と
い
う
下
地
材
が
発
見
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
産
業
と
し
て
の
基
盤
が
確
立
し
、
漆
工

町
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
歴
史
的
景
観
と
漆
工
と
い
う
伝
統

工
芸
の
職
人
町
と
し
て
木
曽
平
沢
は
、
平
成

十
八
年
に
国
の
重
伝
建
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

裏
通
り
や
小
路
を
歩
き
表
通
り
で
は
発
見
で

き
な
い
魅
力
に
気
づ
い
て
く
だ
さ
い
。

ア
ク
セ
ス
方
法

［
公
共
交
通
機
関
］

奈
良
井
宿
：
Ｊ
Ｒ
中
央
西
線
奈
良
井
駅
下
車

木
曽
平
沢
：
Ｊ
Ｒ
中
央
西
線
木
曽
平
沢
駅
下
車

［
自
家
用
車
］
中
央
自
動
車
道
伊
那
Ｉ
Ｃ
～
国

道
三
六
一
号
線
経
由
で
約
四
十
分

◆
中
山
道
奈
良
井
宿

　

長
野
県
塩
尻
市
に
中
山
道
木
曽
十
一
宿
中
、

最
も
賑
わ
っ
た
奈
良
井
宿
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

繁
栄
の
さ
ま
は
「
奈
良
井
千
軒
」
と
も
呼
ば
れ

る
ほ
ど
で
、
鳥
居
峠
上
り
口
に
あ
る
鎮
神
社
を

京
都
側
の
端
に
、
奈
良
井
川
沿
い
を
緩
や
か
に

下
り
つ
つ
約
一
㌔
㍍
に
わ
た
り
家
並
み
が
続
い

て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
や
明
治
時
代
の
建
築
物
が
立
ち
並

び
、
往
時
の
面
影
を
色
濃
く
残
す
奈
良
井
宿

は
、
昭
和
五
十
三
年
に
国
の
重
要
伝
統
的
建
造

物
保
存
地
区
（
重
伝
建
）
に
選
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

水場

奈良井宿

鎮神社

中山道と杉並木

観音像

木曽平沢の町並み

高札場


